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青年とは

　人はこの世に生をうけ，人間的社会・文化的環境のも

とで，適切な学習・教育の過程を経て，幼児期，児童期，

青年期といった発達的な諸特徴を持ちっっ発達する．そ

して身体的にも精神的にもバランスのとれた・人格的に

調和のとれたおとなへと成長していく．その成長は決し

て単純なものではない．それぞれの発達にはそれぞれの

発達の段階にそくした特殊な身体・生理・心理的構造が

存在し，それが象徴的に行動に現れてくる．（1）

　青年期とは，この発達の段階において，成長や教育の

特殊な段階であるとともに，おとなの社会へおくりだす

最終の準備のときでもある．この時期に青年は社会的・

知的・心理的・文化的等の価値にっいて，個々の生きた

経験に対応しながら行動の方向づけを学んでいく．青年

期における様々な経験のひとっひとっは重要なものであ

り，その後の彼の人格の確立に大きな影響を与えていく

ものである．

　また，青年期には，これまで長い間依存してきた親か

ら分離し，児童期までの自己像を改変して，親の従属物

ではない「他ならぬ自分」を見っけ出そうとする努力が

行われる．エリクソン（E．H．　Erikson）は，これを

「アイデンティティー」（identity）と呼び「青年が成

就しなければならない中心的仕事であると考えられる．

すなわち彼がかってそうであり，また現在なりつっある

ものと，それから彼が考えている自分と，社会が認めか

っ期待する彼と，これらすべてを統合して一貫した自分

をっくりあげることである。」と述べている．（2）

　むろん，このようなアイデンティティーを確立すると
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いうことは，そう簡単なことではない．やはりそれには

準備の期間が必要である．エリクソンは，これを「モラ

トリアム」（moratorium）として設定することを提

案し，青年期の同一性の葛藤を解決する一方法として位

置づけた．モラトリアムとは，時間展望を失い自意識過

剰に悩み，同一性の確立の困難化に陥っている青年に，

社会的な自己を最終的に選択・決定する前に，自らを主

体的に試行するという機会（猶予期間）を与え，解決へ

の道を開こうとするものである．ωそして青年はこのモ

ラトリアムという猶予期間のあいだに，急速な身体的成

長・性的成熟・社会的役割期待などの変化に直面し，さ

まざまな新しい経験にとまどい，時にはっまづき大きく

揺れ動きながら，やがてアイデンティティーを確立して

いくと考えた．しかし，それがうまくできなかった時，

青年はアイデンティティーの拡散に悩み，苦しむことに

なる．っまり，青年は自分が何者であるかわからなくな

り，自分自身の意志でさしせまった課題の選択や決定が

できず躊躇したり放棄するような状態になってしまう

のだ．

　ところが，現代社会においてこの青年期の発達段階に

大きな影響を与える環境が生まれてきている．その一っ

が高学歴化，晩婚化，管理社会化という社会変化にとも

なう青年期・モラトリアムの長期化などである．このこ

とにより，青年は複雑な現代社会の中で，おとなとして

の自己選択をし，自己定義するまでに必要な知識や技能

や教養を身にっける期間として，かなり長期化のモラト

リアムにならざるをえなくなっている．現代という時代

が生んだ，この心理的・社会的にも長期なモラトリアム

は，各種の多元化した現代社会において青年の人間形成・

価値意識に新たな変化をもたらしているのではないだろ
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うか．

　本稿では，現代青年の価値意識・態度・行動と性格形

成上における諸問題に視点をあて，ωそこから見えて

くる青年の姿とはいったいどういうものであるのか，ま

た，これからの青年期教育に必要な課題とはいったい何

であるのかを考えてみたいと思う．

1　青年期における価値意識の変容

　現代の青年は，時代という大きな見えない力に方向づ

けられている社会・文化・教育環境のもとで育ち，育て

られようとしている．当然のことながら，その複雑な社

会状況の影響は，青年期の発達や発達課題の達成の現れ

方にも大きな変容をもたらし，青年の価値意識や生活態

度にも，今までには見られなかった特徴・傾向を生みだ

してきている．［冬彦さん，おたく，カルト人間，青い

鳥症候群，ピーターパン。シンドローム，チーム，フェ

ミオ君］など，現代青年の特徴的現象を表した造語が頻

繁にっくられ，マス・メディアに登場していることから

も理解できよう．

　また現代の青年の行動パターン・価値意識を現す言葉

は「おきらく」・「そこそこ」というものがある．これは，

さまざまな状況や課題に関して，一生懸命取り組むので

はなく，気楽にそこそこできればいいのではないかとい

う発想からきているものである．あまり努力はしたくな

い，でも，失敗もしたくない，かといって完全なる成功

も求めてはいない．普通，何かひとっの目標に取り組も

うとする時，ある程度は完全なる形というものを追及し

がちであるが，彼らにはどうもあてはまないらしい．彼

らの行動・態度が意味するものはいったい何であろう瓶

　現代青年は，常にどこか逃げ道を求めているのではな

いだろうか．そのことにのあり込んでしまうことへの不

安，いっもどこか第三者的に距離を保ち，自己の深層心

理が表面化することを嫌う．小此木啓吾氏は，このよう

な価値意識を「新しいモラトリアム心理」と呼び，「何

事に対しても，その時その場所における当事者であるこ

とを避ける．自分はその時と所であくまで仮の存在であ

り，“本当の自分”はそっと棚上げしておく．いっでも

立場をかえ，考えをかえ，自分自身をも変身させる余地

を残しておく．」という解釈・見解を示している．（5）

　っぎに具体的に青年の価値意識の形成の過程を時代変

化・背景をふまえながらみていきたいよく知られたデー

ター〈s）ではあるが，価値意識の推移が典型的に表出さ

れていると考えられる「人の暮らし方」にっいて，青年

の意識は時代とともにどのように変化したのか，またそ

の要因は何であるのか，考えてみたい．

（％）
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「人の暮らし方」

　戦前は，「清く正しく暮らす」や「社会のためにっく

す」といった「社会生活貢献型」が支持されていた．し

かし，これらの生き方は減少の一途をたどり，それに対

して，「趣味にあった暮らし方をする」「のんきにくらす」

といった「安楽型」・「個人生活重視型」が支持されるよ

うになってきた．だが，この変化は，社会状況や当時の

教育に起因するところが大きい戦前の思想統制や勤労・

奉仕が義務化された社会状況下では「社会生活貢献型」

を選択せざるをえなかったこともあろう．したがって，

この考え方は一般の青年の深層心理にどれぼど根づいた

ものであったかは疑問視されるところだが，いずれにせ

よ，この価値意識によって青年の態度・行動・心理が方

向付けられていったことに違いはない．

　戦後，日本はそれまでの伝統的な価値を否定せざるお

えない状況が生まれ，国民的一致をみていた価値意識は

崩壊する．そして，アメリカ文化の流入などにより，そ

れに代わる新しい価値意識「民主主義」が導入された．

しかし，この価値意識は現代社会において未だ完全に定
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着したとはいいがたいところがある．その結果が，社会

的価値・個人的価値といった価値の両端のバランスを狂

わせ，個人の権利重視（個人的価値）の意識だけが一人

歩きする状況を生みだしてしまったのではないだろうか

そればかりではなく経済的価値に重きをおく生き方が増

加し，今日の学校・家庭・社会における諸問題を引き起

こす一つの要因にもなっているようにも見うけられる．

　すなわち，現代社会全体における価値意識そのものが

個人化の方向にあり，多様且っ相対的なために，こういっ

た環境のもとで青年期をおくる現代青年の多くに，「の

んきにくらす」といった「安楽型」の生き型や，「趣味

にあった暮らしをする」といった「個人生活重視型」を

選択させてしまうのであろう．

　言い換えれば，青年期における価値意識の形成は，外

的な社会が要求する社会化と，内的な自己形成からなる

個人化という矛盾し相反する二っの人間的側面の葛藤を

経て形成されていく．社会化が求めているものは社会に

おける共通の価値一文化の受容であり，個人化の求めて

いるものは個性の伸長一自我の形成である．このような

過程を経て社会化と個人化のぶっかりあいの末に生まれ

た価値意識こそが成熟した価値意識であり，それによっ

て青年は選択や評価といった社会的行為に際し自立的な

意思決定ができるようになっていくのである．

　しかしながら，価値意識の形成は，先にも述べている

ように社会化と個人化の葛藤の末，統一的に生みだされ

るものであるからして，社会化が強く影響を及ぼす社会

と，弱く影響を及ぼす社会とでは価値意識の現れかたに

違いがみられる．戦前の日本社会はこの社会化の過程に

おいて国家的にも社会環境的にもひじょうに強い力が加

えられていたために青年の価値意識はきわめて同質的な

ものになっていた．だが，現代の社会には，前述のよう

な強い力も，またそれにとって代わるような新たな概念

も存在しない．そのため価値意識は次第に多様・混乱し，

個人化にいっそう拍車をかけ，自己中心的・利己的パー

ソナリティの増大といった方向（極端な個人主義）へ進

行していったのではないかと考えられる．

　例えば，総理府の（’）によると，「仕事に打ち込んで

いるとき」に生きがいを感じるものは二割にも満たなV．

仕事以外の生活に生きがいを感じているとするもののほ

うが圧倒的に多い結果となっている．現代の青年は，

「個」というものを再優先に考える傾向にあるため，仕

事などという社会性を帯びている事柄に対して全面的に

コミットすることが少なくなってきているようだ．この

ことは，社会的な役割の受容という青年期の課題の達成

という観点からすると，未熟・未発達のひとっの現れで

はないかと考えられる．社会生活をおくるにあたっては

社会の秩序を保ち，個人の社会的役割を認識し，他者と

のバランスをとる性格の柔軟性を身につけることが必要

不可欠である．ところが，個人的利益（個人主義的発想

や合理主義的発想）を追究するあまり，それが一っの妨

げとなって，青年の社会意識や社会連帯意識が希薄になっ

てきてしまっているのではないだろうか．こうした態度

は，やがて他人や社会との間に衝突をまねくであろう．

この状態を，エリクソンの言葉に置き換えると「発達的

危機」（development　crisis）（8）なのである．

　今日に至るまで，多くの教育専門家が青年の価値の形

成にあたっては，適切な発達課題の設定とその達成が，

きわめて重要であると述べている．たしかに，青年が望

ましい適切な人格を獲得するためには，このことは最も

重要な事柄の一っであり，成熟した価値意識がなければ

健康なパーソナリティの形成はなしえない．ところが，

現代社会においては，青年は，これらの発達を妨げよう

とする様々な社会環境の中に置かれいる．学歴社会を背

景に，受験教育の激化過当競争，差別子どもの数の

減少による過保護，過干渉．都市化・情報化にともなう

人間関係の希薄化多方面から押し寄せてくる荒波に，

翻弄されてしまっているのが実情だ．しかし，どのよう

な環境に置かれたとしても，我々は，成熟した価値意識

の獲得をあきらめてはいけない．なぜなら，人間が心豊

かに，幸せに生きるためには，青年期における成熟した

価値意識の獲得が一っの重要な要素であるからだ．

11　さまよえる現代青年

　青年期は，人間の生涯のうちで最も不安定で葛藤一危

機に満ちており，問題行動が多発する時期である．急激

な身体の変化及びそれに対する心理的反応．そしてそこ

に現れる不安や葛藤が，個々人の発達段階において，さ

まざまな問題行動・精神病理的問題を引き起こさせてし

まう．また，青年期は自我と社会との出会いの時期とも

いわれ，個人のニーズと社会からの要求との間で矛盾や

葛藤が起こりやすく，既成の自己像が脅かされ，いわゆ

る「同一性の危機」（identity　crisis）（9》に見舞われや

すい．この最も敏感で不安定な時期に我が国の青年に‘よ

受験や進学などという耐え難いほどの重圧がのしかかる．
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よりよい成績・よりよい学校・よりよい会社と追い立て

られ続け，夢や理想はいっのまにか色あせてしまう．し

かも，我が国は，一度っまずいたり，レールからはずれ

ると，容易なことでは元には戻れない．非常にやり直し

のききにくい社会構造なのだ．そのため，精神的な圧迫

は一層強いものとなって青年にのしかかり，時には正常

な心身の発達を妨げる一因にもなってしまっている．

　このような社会環境を背景に，現代の青年には次第に

無気力化・引きこもり化が進行し，一部の青年の病理現

象を表していたシラケ，三無主義（無気力・無感動・無

関心）四無主義（無気力・無感動・無関心・無責任）と

いった言葉も，今では青年の一般の特徴となりっっある．

そして，今日，青年のアパシー化（スチューデント・ア

パシー・サラリーマン・アパシー）といわれ大きな社会

問題になっている．今，アパシー（apathy）という言

葉は，無気力症と訳され，医学的な見地からは精神疾患

がないにもかかわらず，意欲がなく，何ごとにも無気力。

無感動・無関心な精神状態を指す．一般的には青年期

（十代後半～二十代初期の段階）に始まるケースが多く，

その後放置しておくとアパシーは恒常化し，やがてそれ

が一っの生き方，果ては人生そのものになってしまう危

険性をも含んでいる．このままでは，現代のアパシー世

代と称される青年達が，社会を担い，その指導層になる

であろう三十～四十年後にはどんな社会状況になってし

まうのか，不安は募る．容易ならぬ事態が起こる前に，

早急に，何らかの手立てをこうじる必要があるのではな

いか．これは，深刻な問題なのである．

　さて，近年，青年のアパシー化と同様に，発達におけ

る社会性の未確立，母性依存，男性性の衰弱，成熟不安・

恐怖などの要因が複雑に絡み合った症状ポスト・スチュー

デント症候群が，青年学生の新たな病理現象として報告

されるようになってきた．主だったものとしては就職・

卒業恐怖（10），卒論・修論恐怖，会食恐怖（11）eatなどが

あげられるが，“就職・卒業恐怖”に視点をあて，以下

ふれてみたい．

　“就職・卒業恐怖”とは，学生から社会人へと成長脱

皮することをためらい，悩み，強烈な不安や精神的パニッ

ク状態におちいり，さまざまな問題行動を引き起こす状

態を指す．以前に見られた就職・卒業時における不安と

いうものは，〈就職先があるだろうか〉〈無事単位を取

得し卒業できるだろうか〉という取り残されることへの

不安にもとつくものが多かった．しかし，今日見られる

ものはく社会に出てゆくことがこわい〉＜一人前のおと

なにみられたくない〉という成熟拒否的な前へすすむこ

とへの不安が主なものである．実際に母親に付き添って

もらわなければ就職活動のできない学生，留年。休学を

し就職活動を先伸ばしにする学生，打ち込むものもない

のに留学・進学をしぶらぶらしている学生が増えている．

また，これらの症状が深刻化すると，前へ進む不安と取

り残される不安の葛藤の末，うつ状態になったり，死を

選ぶケースも少なくない．激しい受験戦争，社会構造の

序列化の下，一切の人間的発達を犠牲にして偏差値だけ

を支えに生きてきた青年にとって，勉学より人間性を問

われるということは，自己の存在価値を否定されること

につながってしまうのである．

　その半面，前述したような悩める青年の存在とは，全

く逆の悩まない青年が，年々，増加している．彼らは自

己の生活を幸せと感じ，人生に対する目標も，生きがい

ももちあわせており，とりたてて大きな不満もないとい

う．しかし，これらの意見が真実でありうるとは，とう

てい考えにくく，むしろ，一面的幸せ感のもとに自己を

見失った状態と見るべきであろう．

　すなわち，現代の青年の生活は，昔とは異なり，直接

干渉したり束縛強制し，自由を拘束するなどということ

はなくなってしまった．そのため，青年は自分の人生は

自分で自由に選択・決定し，自分の幸せ・生きがいのた

めに努力し，充実した生活をおくっていると錯覚してい

るのである．だが，ここで見落としてはいけないことは，

この幸せや生きがい感は，決して，内発的な意欲にもと

ついた主体的なものではないということである．常に無

意識のうちに外界から要求された一定の既成価値や社会

の体制や支配機構，既存の規範き自己を同一化させてる

にすぎず，結局は，自発的な思考より世論や流行を主と

した思考，価値観に，自己を適応させているだけなので

ある．そして，それらに順応同化することが，おとなに

なること（一個の完成された人格の社会人）であり，幸

せになることだと意識されている．これらの生き方の中

には，本来，未来にむけて前途揚々でなければならない

はずの青年の姿はどこにも存在しない．

　正当な思考力や創造性を育てず，没個性的な人間をっ

くる，っめこみだけの教育，燗を講や織の量によっ

て選択し価値判断する社会，単なる生活のための手段と

しての労働　このような社会構造のなかで，青年は自己

防衛手段として，現実を直視することを回避し，インス
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タント的な充実感をもって満足することを覚えてしまっ

たのではないだろうか．こうしたパーソナリティは今後

一層増幅していくものと考えられ，人間的発達への真剣

なまなざしは，今まさに，失われようとしているのであ

る．

　上述した悩める青年，悩まない青年，この背反する意

味を持っ二っの言葉は，いずれも現代青年の病める・さ

まよえる・複雑な心象状態を表したものであった．この

ような状態をこのまま放置しておくと，また新たな病理

現象が，次々と生みだされ，社会・学校。家庭等は，後

に混乱をきわめいくであろう．青年が健全に円満に人間

的に発達していくことは，もはや困難なことなのであろ

うか．

　しかしながら，どのような状況の下でも，豊かな人間

性（望ましいパーソナリティの形成）への志向と努力を，

我々は惜しんではいけない．そして，青年に援助の手を

さしのべなければならない．それは，青年を人間的脱落

の道から救うことのできる，数少ない方法の一っだから

である．

　青年には，この厳しい現実を克服していく力が，内な

るどこかに必ず秘められているはずである．

川　青年の教育と自己形成の課題

　青年期における価値意識の変容，それに付随する型で

現れてきたさまざまな病理現象は，静かに，深く，そし

て確実に進行しっっある．今，青年は人間的に生きる方

向を見失い，社会と自己に背を向けようとしている．青

年がこのような状態から立ち上がり，積極的に生きる力

を見い出し歩み始めるためには，人間的素質や能力の再

発見・本質的な知性と理性の獲得，適切な価値観や態度

の形成すなわち自己実現（self－actualization）の

達成をはかってゆくことが必要不可欠である．

　マスロー（A．　H．　Maslow）は，自己実現とは，「自

己の素質や才能，能力，可能性の使用と開発であり，自

己の資質を十分に発揮し，なし得る最大限のことをする

ことである．静止せず，到達しきっておらず，常により

良い成熟に向かって動いている．その実現化のプロセス

は，真の自己の発展あるいは発見，および実在している，

あるいは潜在している能力の絶えざる発展を意味してい

る．」°2）とし，自己実現化しつっある人間はすべて，

例外なく，自分の体外にある目標を立て，その何者かに

従事・専心し，っまらない目標ではなく，本質的・究極

的な価値の追究に専念していると述べている．㈹

　そして，自己実現をしている人間の客観的特徴（14）と

して，以下のことをあげている．それらは，まず，現実

を有効に認知し現実と快適な関係を保持していること．

決して自己の感情や見解におぼれたりせず，正確に物事

を判断し，偽者やごまかしを見抜く力にすぐれているこ

と．常に願望や不安，恐れ，期待，誤った楽天主義や悲

観主義に乱されることのない認識力をもちあわせ，決断

力に富み，より適切な判断力を有していること．独りよ

がりな態度，認識ではく，他者の意見に慎重に耳を傾け

る一種の謙遜さを身にっけていることなどである．

　また，自己実現をする人間は，重要とみなす何らかの

仕事，課業，義務，あるいは職業に，例外なく専心して

おり非常に勤勉かっ一様に創造性に富んでいることも特

徴となっている．この場合の創造性とは，柔軟性，自発

性，開放性，謙遜性に結びっいており，周囲の目にかか

わりなく，進んで難関に立ち向かうことができる人間性

のことを示唆している．

　そして，自己実現的人間とは，いわゆる「心理的自由」

を確保し，対立や葛藤のなかにあっても，自分自身の判

断を下すことができるもので，いかなる環境におかれて

も，自分の感情や思考を偽ることなく自然で率直な態度

をもちあわせ，自己の持っ価値基準にしたがって行動で

きる人格のことを指している．（15）このような「心理的

自由」は人間的成長，自己実現化への一要素として欠か

せない重要性を持っものなのである．

　さて，青年が青年期の混乱から，このような自己実現

への道（自己の可能性の最大限の発展・最善の自己の形

成）を一歩踏み出すためには，自己実現への理解を配慮

にとりいれた適切な援助・指導，すなわち教育が必要に

なってくると考えられる．人間はすでにできあがったも

のとして生まれてくるのではない．人間は教育によって

初めて人間となることができる．それゆえ，人間は受け

た教育によって神にでも悪にでもなりうる存在である．

　人間がより人間的になるためには，人間中心の教育が

最も重要な事柄の一っであり．それに基づいた人間的諸

能力の発達によってこそ豊かな人間性（望ましいパーソ

ナリティ）は，形成される．

　そのためには青年は自己をみっめ自己を知ること．ア

イデンティティーの確立に向かって進んでいかなければ

ならない。そして，我々は，人間形成における青年期の

意義を理解し，自己実現への配慮をふまえながら，不安
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と葛藤の渦にまきこまれている青年を側面から援助し，

それらを十分に評価できる人間でなければならない．ま

た，人間教育の理念を発展・具体化し，青年期の発達課

題にふさわしい教養を身にっけた，人間性豊かな青年を

育てゆくための教育を充実させていくことも重要ではな

いかと思われる．

　教育の質は，発達途上にある青年の価値意識の形成に

多大な影響を及ぼす．それゆえ，それは人間の質へつな

がってゆくものであり，未来の人間・社会の質にもかか

わってくる問題である．その意味において教育は，現代

のさまざまな問題を根底から解決していく，数少ない方

法のひとっなのである．人間ひとりひとりの発達を軸と

し，自己形成の問題を歴史的・社会的現実の中でとらえ

直した教育理論の分析・研究・発展をすすめていくこと

が，これからの青年期における教育に必要になってくる

と考えられる．

　そして，いかなる社会状況下にあろうとも，現実と理

想の間に大きなギャップをみるとしても，青年が未来へ

の展望を見い出だし，そこに自己の生きがいを感じ，課

題をもって生きることを認識することができる力を育成

したいものである．

むすびに

　現在，日本の青年期は問題に充ちている．さまざまな

事件，複雑多岐にわたる病理現象は現代青年たちの深刻

な葛藤，不安，動揺を対象化させたものであり，価値意

識の変容一多様な価値観はこれらの問題を一層わかりづ

らいものとさせている．

　さて，青年にとっての第一の発達課題は，自己を見っ

め，自己を知ること．すなわちアイデンティティーの確

立であることはすでに述べた．だが，このアイデンティ

ティーの確立は，本質的には青年自身の自発的自立によ

るところが大きい．もともと人間は，自己について考え

ることができる唯一の存在である．人間という存在だけ

が素質や環境に自分の意思を加えて，「自己形成」へ向

かって進んでゆくことができる．青年が，個性を伸ばし，

本当の自分として生きるためには，そして「自己形成」

へ向かって進むためには，やはり発達段階における発達

課題を適切にこなすことが必要であり，今日的状況を理

解にいれた自己教育とそれへの適切な援助，指導の確立

が，今後，検討されていかなければならないであろう．

また，現代青年の価値意識がいかなるものかを今少し明

確に分析し，自己実現へむけて，社会の期待や適応べの

努力と，本質的な自己の欲求との間に調和を達成させる

ことが必要であろう．

　こうした視点から，青年期における望ましいパーソナ

リティの形成一アイデンティティーの確立にっいての研

究がすすめられ，いきづまった今日的状況に風穴を明け

ることができれば，現代社会における青年のさまざまな

問題は解決の方向に向かうのでないだろうか．
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